
【遺伝学分野】

【健康科学分野】

（性別・血圧・体力・肥満・
共生細菌・診療データ）

（労働環境・経済力・学歴）

（ＤＮＡ）

生理・生化学データ

社会環境的データ

分子生物学的データ
1 ゲノム解析 ２ フリーラジカル

【人文科学分野】

【社会科学分野】

個人生活活動データ
（就寝時間・会話の頻度・食事・

趣味・ストレス）
プレゼンス

アイデンティティ

1 体格・体組成 2 内臓脂肪 3 体力 4 栄養状態 5 歩行速度
6 巧緻性検査（ペグボード）7 重心動揺検査 8 歩行分析（アユミアイ）
9 筋力 10 骨密度・骨代謝 11 関節 12 頸椎MRI 13  肝・胆
14 内分泌 15 消化器系 16 呼吸器 17 心臓（心エコー）
18 脈管（動脈硬化）19 腎 20 視力・眼底検査写真 21 聴力検査
22 泌尿器 23 神経内科 (認知) 24 神経系 25 皮膚科診察
26 アレルギー 27 口腔衛生  28 腸内細菌 29 呼気ガス 30 微量元素
31 アミノ酸分析 32 脂肪酸分析 33 ペントシジン 34 ホモシステイン
35 アディポネクチン 36 レプチン 37 セロトニン 38 コルチゾール
39 PAI-1 40 フィブリノゲン 41 FDP 42 エクオール 43 メタボローム解析  
44 免疫・炎症 45 酸化ストレス（ビタミン、カロテノイド、8-OHdG）
46 唾液IgA 47 脳波 48嗅覚:UPSIT,OSIT 49毛細血管 50 味覚
51 涙液 52 毛髪 53 バイオピリン

①

②

③

④
1 職業・学歴：農家etc 職業別METs- 中卒・高卒・大卒
2 家族：同居人数、配偶者の有無
3 日常生活の状態等（会話、就業状況、年金受給状況、社会関連性、
生活時間など）4.騒音について

1 転倒 2 睡眠:JESS,RBDSQ 3 食事:BDHQ,FFQ 4 口腔ケア状況
5 飲酒 6 喫煙 7 病歴・服薬 8 服用コンプライアンス
9 生殖、母子手帳
10 生活の質QOL:SF-36（身体機能、日常役割機能（身体・精神）、
体の痛み、社会生活機能、全体的健康感、活力、心の健康）
11 PHCS:自覚的健康管理能力（ヘルスプロモーションを主眼とした健康関
連習慣や健康関連行動の変容に関する評価指標）
12 ボディーイメージ 13 民間医療利用 14 排尿・排便状況
15 更年期症状 16 疲労 17 主観年齢  18 幸福感
19 認知機能:MMSE,あたまの健康チェック 20 うつ病:CES-D

ほぼすべての関係者
が集結する『場』

医学部各講座、他学部(人文･理
工他)、他大学・研究機関、公的

機関、企業、自治体、市民

一つの測定項目と他の3,000項目と
の関連性が検討できるメリット！

例)1,000名の腸内細菌データだけでは
大きな意味を持たないが、3,000項目と
の関連性ではイノベーティブな知見をもた
らす。
⇨ 性、年齢、肥満、体格、体力、動脈硬
化、喫煙、飲酒、食生活、運動、便通、口
腔内細菌、口腔環境、角層、メタボローム、
ピロリ菌、認知症、糖尿病、高血圧、アレル
ギー、肝機能、腎機能、心機能、肺機能、
睡眠、微量元素、呼気ガス、免疫能、スト
レス、ロコモ、フレイル、メタボ、好中球機能、
リンパ球、サイトカイン、ビタミン、ホルモン、
脂肪酸、アミノ酸、服用薬剤、泌尿器疾患
AGEs等との関係が明らかになる。

【岩木プロジェクトデータ項目(3,000)】

《分野・領域横断的な研究体制》

健康人の超多項目健康ビッグデータ
【特に特徴的なバイオデータ群】

全ゲノム(fastq,bam,vcf,ジャポニカアレイ)
細菌叢(腸内・口腔内マイクロバイオーム:16s,ショットガンメタゲノム)
代謝物・メタボローム(血液・尿・毛髪・涙液)
リボ核酸(皮脂RNA)
単純X線・橈骨DXA(全脊椎,腰椎,両手,肩関節,膝等)

医学部各講座、全学部等が幅広く関与

Iwaki Pure Big Data

《構造イメージ図》
分野の垣根を越えた

多因子的解析を可能にする網羅的データ
3,000項目 x 1,000人 x 19年

※岩木ビッグデータではひとりの人間の分子生物学的データから社会環境的データまでをすべて関連づけた網羅的解析が可能
※19年間実施し延べ“約2万人”以上。2016年からは別途65歳以上高齢者2.4千人対象とした認知症健診も実施。
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